
平成２８年度第４回

用瀬地域振興会議 日程

日 時  平成２８年８月３０日（ 火）  

午後１時３０分～ 

場 所   用瀬町総合支所 ３階会議室 

１  開  会 

２  あいさつ 

３  議題・ 報告事項 

（ １）  総合支所整備（ 耐震化） の推進について 

① 地域振興会議会長会等の経過報告について 
② 振興会議におけるこれまでの意見について 
③ 整備方針の検討 

（ ２） その他 

４  地域振興への意見・ 提言（ 委員発表）  

発表者： 西村委員

５ 各課報告 

６  次回日程について 

    開催予定日  １０月  日（   ）     時 

７  閉  会 



振興会議における用瀬町総合支所の整備に関する意見（これまでのまとめ）

備考

評価ポイント 課題・問題点 評価ポイント 課題・問題点 評価ポイント 課題・問題点

災害が発生したときなど、周辺道路
が狭いのではないか。

現在、庁舎の中で活用されていない
ところが多く、規模が大きすぎるので
はないか。

試算の上では最も改修経費が少な
い。

耐用年数と思われる２０年後には合
併特例債は活用できないので、長い
目で見ると負担が増えるのではない
か。

急な坂の上なので、高齢者の方など
車以外で支所に行くのが大変では
ないか。

現庁舎を改修して、利用していない
ところを民間に貸し出してはどうか。

以前雨漏りがあった。修繕する必要
がある箇所が多くあると思う。

平地であり、高齢者等の来庁が楽
になる。

庁舎の位置が変わることへの住民
感情を配慮する必要がある。

これ以上建物を増やさなくても今あ
るものを活用すればいいのではない
か。いきいき交流センターを実際に
見てみて、妥当な規模だと思う。

現庁舎のような大きな建物から、い
きいき交流センターの建物に移ると
いう場合、町民感情としてさみしいと
いうか、面白くないのではないか。

試算の上では最も経費が少なく、費
用負担が少なくなると考えられる。

他の公共施設と隣接することで、
様々なサービスが近いところで受け
ることができるなど利便性が高くな
る。

他支所は整備後も位置が大きく変
わらないのに対し、用瀬の庁舎が移
転するとなると違和感がある。

現在の国道との出入り口は、カーブ
と隣接し見通しが悪く、事故の危険
がある。

将来への負担を少なくするため、今
ある施設を利活用してなるべく経費
を抑えた整備を考えることが必要。

他の公共施設と隣接することで、災
害時に高齢者や子どもなどの避難
支援が円滑にできる。

他の公共施設と隣接するため、災害
時に一度に被害を受ける可能性が
ある。

現在施設を利用している事業者（福
祉作業所など）に対し、隣接の保健
センターを含めて他所への機能移
転等の対応をする必要がある。

施設内の天井が低く、階段が急であ
る

来庁者及び公用車の駐車場が確保
できるのか

現庁舎敷地は十分な広さがあるの
で、経費面から現庁舎を運用しなが
ら建替えすることについて検討して
はどうか。

利便性等を考えると、用地取得が必
要であると考えられるが、経費的に
無理ではないか

合併特例債が活用できるうちに新し
い庁舎にしたほうがよいのではない
か。

試算の上では最も経費が高く、費用
負担が多くなると考えられる。

現庁舎の場所に建替えした場合、
災害が発生したときなど、周辺道路
が狭いのではないか。

他の支所は改修で対応している中、
用瀬町だけ新築で予算対応してもら
えるのか。

現庁舎の場所は急な坂の上なの
で、高齢者の方など車以外で支所
に行くのが大変ではないか。

利便性等を考えると、用地取得が必
要であるのではないか。

建替えをするとしても、高齢化が進
む中で様々な手続きのため支所に
行かなければならいのであれば、現
在の場所は不便ではないか。

②案
いきいき交流セ
ンターへの移転
案

現総合支所の耐
震性能向上改修
案（いきいき交流
センターは別途
運用）

①案

位置について 施設について 経費について

経費のことばかりではなく利便性やアクセスなどいろいろな面から考えな
ければならない。

これからを背負っていく若者や子どもたちの世代としては、贅沢はして欲
しくない。

現在の試算は実際の建物の具体的状況を加味していないため、実際に
どの程度かかるのか示してほしい。

総合支所の建替
案（いきいき交流
センターは別途
運用）

③案

全体


